
薬剤部年表 

 

文久 2(1862) 

 

加賀藩が彦三種痘所を開設 

慶応 3(1867) 

 

加賀藩卯辰山養生所に｢薬局｣(舎密局は薬学部の源) 

明治 3(1870) 

 

大手町に加賀藩金沢医学館を開設、館内に舎密局を付設 

明治 6(1873) 

 

金沢医学館が金沢病院と改称 

明治 8(1875) 

 

石川県金沢病院と改称 

明治 13(1880) 

 

記録に残る最初の薬局長として大井玄洞が発令 

明治 38(1905) 

 

石川県金沢病院が小立野に新築移転 

昭和 37(1962)  4月 薬局を薬剤部に改組 山名月中薬学部教授が薬剤部長併任 

昭和 49(1974)  4月 金沢大学薬学部生病院薬剤部見学開始 

昭和 54(1979)  1月 薬剤部長の教授職化により山名教授が専任の初代薬剤部長に就任 

昭和 57(1982) 

 

大学院医学研究科生理系専攻を担当 

昭和 59(1984)  6月 市村藤雄教授・薬剤部長に就任 
 

12月 病院情報システムを利用した DO処方印字開始 

昭和 61(1986)  4月 金沢大学薬学部生病院薬剤部実習(2日間)開始 
 

 6月 薬物血中濃度測定開始(TDMルーチン化) 

昭和 62(1987) 10月 オンライン医薬品集システム稼働開始 
 

11月 外来患者のための服薬説明窓口設置 

昭和 63(1988)  5月 IVH調製開始 

平成 3(1991)  1月 入院患者対象の服薬指導業務開始(脳神経外科から) 
 

 4月 大学院薬学研究科製薬化学専攻(修士課程)に所属 
 

11月 薬剤管理指導業務承認(脳神経外科) 

平成 4(1992)  1月 外来患者を対象とした処方オーダリングシステム稼働 

平成 5(1993)  9月 入院患者を対象とした処方オーダリングシステム稼働 

平成 7(1995)  4月 外来・入院患者対象の注射薬処方オーダリングシステム稼働 
 

  全入院患者を対象とした注射薬個人別セット開始 

平成 8(1996)  4月 大学院独立専攻として医療薬学専攻設置 臨床薬学講座開設 
  

医療薬学専攻の病院実務実習(6ヶ月)の受け入れ開始 

平成 9(1997)  4月 外来患者対象の服薬相談カウンター設置 
 

 7月 新 GCPに基づく薬剤部での治験薬一元管理開始 

平成 10(1998)  7月 治験コーディネーター(CRC)業務開始 

平成 11(1999)  5月 本学薬学部 4年生全員の 2週間病院実務実習の必修化に伴い全員の受け入れを開始 
 

 7月 宮本謙一教授・薬剤部長 就任(大学院自然科学研究科教授の配置替え) 
  

精神科閉鎖病棟を除く全病棟に専任薬剤師配置．病棟配置医薬品の管理を開始 
 

10月 臨床試験管理センター設置(院内措置)(宮本センター長・薬剤部長兼任) 



平成 12（2000）  4月 1日 臨床試験管理センターに専任 CRC(薬剤師 1名・看護婦 1名)定員配置(文科省) 
 

 9月 1日 院外発行処方箋の監査を開始 
  

医学部 5年生の薬剤部臨床実習開始(当初 2.5日) 

平成 13(2001)  4月 1日 がん研附属病院統合 
  

医学系研究科の部局化に伴い循環医科学専攻医薬情報統御学分野と称する 
 

 9月 7日 新病棟完成祝賀会 
 

 9月 22～24日 新病棟移転・新調剤システム導入 
 

10月 1日 全病棟(神経精神科病棟を除く)に薬剤管理指導業務を拡大 

平成 14（2002）  5月 29日 NPO法人健康・環境・教育の会設立総会 
 

 8月 薬剤部門システムによる薬剤管理指導開始 

平成 15(2003)  2月 アカンサス薬局開業 

平成 16(2004)  4月 1日 国立大学法人化 
  

医学部実習の薬剤部臨床実習が 3.5日に延長 
 

 6月 15日 薬剤師法改正案可決成立 

(薬学部 6年間の課程を修めたものに国家試験受験資格を与える) 

平成 17(2005)  3月 14日 手術部へのセット配薬開始 
 

10月 1日 新中央診療棟開業 

平成 18(2006)  4月 1日 医薬保健学総合研究科修士課程医科学専攻に参画、薬学教育 6年制開始 
 

 5月 1日 外来化学療法室開業 
 

 8月 2日 日本病院薬剤師会がん専門薬剤師研修施設認定(06.4.1～) 
 

 9月 30日 

～10月 1日 

第 16回日本医療薬学会開催(金沢)  

平成 19（2007）  3月 25日 能登半島地震(M 6.9) 5次にわたって支援派遣を行う 
 

 7月 2日 厚労省 治験拠点医療機関に選定 
 

 7月 16日 中越沖地震(M 6.8)  薬剤部から支援派遣 
 

10月 1日 薬学部臨床講座(臨床薬物情報学)発足 

平成 20(2008)  8月 精神科病棟(北病棟)に薬剤師配置 
 

11月 入院時持参薬確認の完全実施開始 

平成 21（2009） 10月 4日 第 35回日本医療薬学会公開シンポジウム開催(金沢) 
 

11月 17日 特任助教 1名、外来化学療法室薬剤師 3名の増員 学長裁量で決定 
 

12月 入院抗がん剤調製の平日全面開始 

平成 22(2010)  1月 15日 第１回院内薬剤師のためのフィジカルアセスメント講習(6名) 
 

 4月 1日 手術室の医薬品管理開始 
 

 5月 入院抗がん剤の混合調製の休日拡大 
 

 5月 17日 6年制薬学生実務実習第 1期開始 
 

 6月 ICUに薬剤師配置 



 

10月 一般・無菌製剤室を MRI棟に新設移転 

平成 23(2011)  3月 TDM室・入院抗がん剤混合調製室を部内に新設 
 

 3月 11日 東日本大震災(M9.0) 8次にわたって宮城県石巻市を中心に医療支援チーム派遣 
 

 4月 1日 任期付き常勤医療職員の雇用限度が 9年となる 
  

TPN混合調製の全面実施開始 

平成 24(2012)  3月 3～4日 6年制卒薬学生の初の薬剤師国家試験 
 

 5月 産科・産婦人科(GCU・NICUを含む)に薬剤師配属 
 

 7月 病棟薬剤業務実施加算(100点)算定開始 

平成 25(2013)  2月 1日 先端医療開発センター発足 
 

 4月 1日 任期付き常勤職員の雇用限度が 5年となる(改正労働契約法に施行に伴う) 
 

 7月 20～21日 医療薬学フォーラム 2013開催(金沢) 
 

 8月 手術室に薬剤部職員常駐開始 

平成 26(2014)  3月 31日 宮本教授・薬剤部長が定年退職 
 

 5月 1日 崔 吉道教授•薬剤部長 就任 
 

 6月 薬剤部研究室が金沢大学医学類 A棟 5階へ移転 

平成 27(2015)  1月 新薬剤部門システム導入・新電子カルテへ移行 薬剤師記録の電子カルテへの一元化 

平成 28(2016)  4月 1日 医薬保健学総合研究科医学専攻循環医学領域臨床薬理動態学研究分野に改称 
  

病棟薬剤業務実施加算 2算定開始 

平成 29(2017)  4月 Kanazawa University Pharmacist Standard (KUPS)を開始 
 

 5月 20日 金沢大学薬学創立 150周年記念式典 
 

12月 16日 金沢大学附属病院薬剤部(薬局)創基 150年記念祝賀会 

 


